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2012 年３月 27 日 
各  位 

東京都品川区南大井六丁目 25 番 3号

日本通信株式会社

代表取締役社長 三田 聖二

（コード番号：9424）
問合せ先 代表取締役専務CFO 福田 尚久

電話 03－5767－9100（代表）

 
 

日本通信、4G 対応SIM を「カメレオンSIM」の名称で発売 
 

日本通信株式会社（以下、「日本通信」という）は、本日、第４世代モバイル網 LTE に対応し、自らがプラ

ンを変えていけるSIM を、「カメレオンSIM」の名称で３月 31日に発売することを発表しました。 
 
日本通信は、2009 年３月にNTT ドコモの 3G とレイヤー２接続し、様々な通信サービスをSIM の形で販売

提供しています。これに加え、NTT ドコモのLTE 網と 2012 年 3 月 15 日にレイヤー２接続したことから、

LTE に対応したSIM を発売するものです。 
 
LTE は、ベストエフォート 75Mbps と、固定網と遜色のない通信速度を提供するもので、クラウド・コンピ

ューティングのコアとして期待されています。現時点では、東名阪、および全国の主要都市に限られていま

すが、全国をカバーする 3G 網とデュアル・ネットワークとして使用できるのが利点です。つまり、LTE エ

リアでは高速に、LTE 圏外でも 3G で快適に、どこでもインターネットを楽しめます。しかも、ドコモのLTE
設備投資により、さらにエリアが広がるに従い、いち早く一番快適なサービスを選べるのです。 
 

モバイル・データ通信の使い方が、各人各様、さらに一人

の人でも時期によって使い方が異なるのが実態です。携帯

事業者の通信プランは、圧倒的多くが定額料金、それもい

わゆる２年縛りの契約となっています。しかし、この時代

のモバイル環境を２年間見通すことは、誰にとっても不可

能です。 
 
使いながら、状況によってプランを変更できる、しかもweb
上で簡単に変更できるようにすることで、ユーザの利便性

を高めたSIM を開発しました。 
 
まずは SIM パッケージを購入いただきます。初期手数料

3,150 円相当分を含めて、21 日間、LTE+3G を高速定額で

利用できて 5,800 円（税込、想定市場価格）です。 
 
 
 
※標準サイズとマイクロサイズの2種類があります。 
 写真は標準サイズのもの。 
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21 日間、ないしその後の 10 日間の間に、web 上で以下の３つのプランから選択していただきます。 
 
 
  1.  U300 定額  2,480 円  30 日間 
  2.  高速定額    5,400 円  30 日間 
 3.  1GB フェア   8,800 円 120 日間 
 
なお、上記期間ごとに、上記プランの選択を変えることができます。例えば、当初は LTE エリア外なので

U300 定額を利用、その後、LTE エリアになった時に高速定額に切り替えて使うことができます。また、普

段はスマートフォンで使っているだけなので 1GBフェアを使っていたけど、タブレットを購入し、スマート

フォンのテザリングを使ってタブレットも使うようになったので、高速定額に切り替えると言った使い方も

可能です。 
 
日本通信は、自分で変えていけるSIMを、場所に順応して自らの色を変える動物にちなみ、「カメレオンSIM」

と命名しました。 
 
携帯事業者の料金サービスは、画一的なものになっており、利用者の違いや、使い方の違いは考慮されてい

ません。しかし、モバイル・データ通信がここまで広がって来ている今日、使い方は人それぞれ、しかも一

人の人でも時期によって使い方は異なります。日本通信は、利用者の視点で、利用者にとって最適なのは、

自分の使い方に合わせた料金サービスを作ることであると考えています。将来的には、自分の使い方にピッ

タリ合った通信サービスを、自分で作って利用する、即ちBTO（Build to Order）による通信サービスを可

能にするネットワーク・アーキテクチャを実現しています。 
 
 
日本通信の代表取締役社長三田聖二は、次のように語っています。 
「当社は、これまでも、世界のどのキャリアもやっていない、又は、できないサービスを提供してきました

が、本日、さらに大きく水をあけるサービスを発表できました。カメレオン SIM は、日本通信の BTO 戦略

第１弾のSIM です。お楽しみください。」 
 
 
■日本通信について 
1996 年 5 月 24 日、日本通信は新たなモバイルサービス事業のあり方を提示するため生まれました。それか

ら 13 年の歳月を経て、2009 年３月、NTT ドコモとの相互接続により「MSO 事業モデル」を完成させ、そ

れから２年弱でこのモデルの収益性を実証しました。ネットワークを効率的に運用する当社独自の先端技術

やリアルタイムの認証技術などによって、ユニークな通信サービスをつくりだし、自社 b-mobile ブランド製

品をお客様に提供する MVNO 事業、及びメーカーやインテグレータ他のパートナー企業に提供する MVNE
事業を展開しています。 
MSO=Mobile Service Operator 
 
 
 
＊文中の社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
＊記載されている内容は、発表日時点の情報です。予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承くださ

い。 
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